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P26a 連鎖的星形成を伴うbright-rimmed cometary globuleのNMA観測
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　連鎖的星形成は、巨大分子雲に於いてOBクラスターの形成されるとそれがトリガーとなって次の世代、また次の世代
というようにOBサブ・クラスターが連鎖的に形成されるメカニズムとしてたいへんよく知られおり、多くの関連研究がな
されてきた。それに対して、私たちは、HII領域（OBクラスター）の周囲に存在する小さな bright-rimmed cloudに於い
て、従来知られている巨大分子雲スケールのものと比べるとはるかに小さなスケールでの連鎖的星形成が起きていると考
えられる証拠を近赤外線観測により少なくとも６つの bright- rimmed cloud/globuleで得た（Sugitani, Tamura & Ogura
1995, ApJ, 445, L39）。
　今回、その内の１つで IC1396に存在する cometary globuleを野辺山６素子干渉計（NMA）を用いて 13CO(J=1-0)観測
を行った。その結果、IC1396の励起星からのUVで radiation-driven implosion (RDI)が起きたことにより星形成が連鎖的
にトリガーされたことを示唆する証拠を得た。また、最近の RDIの 2Dシュミレーション結果（Lefloch & Lazareff 1994,
A&A, 289, 559）と比較したところ、この globuleは現在 collapse phaseにあることが明らかになった。


